
(57)【要約】

【課題】

　無人精米施設における利用金額の表示灯を改良し、利

用者の利便性を向上させる。

【解決手段】

　無人精米施設において、操作室３に面した操作盤６に

は、コイン投入口を有したコインメック３３に投入され

たコインの枚数あるいは金額を表示する投入コイン表示

手段が設けられ、精米作業が開始されると、前記投入コ

イン表示手段のコイン枚数あるいは投入金額を所定時間

毎に減算しながら表示すべく構成し、このコイン枚数あ

るいは投入金額が０表示になると終了動作ランプ５６の

点灯を行わせて精米機１０を停止させる構成とした。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 屋 （ １ ） の 内 部 を 仕 切 壁 （ ２ ） に よ り 操 作 室 （ ３ ） と 機 械 室 （ ４ ） と に 仕 切 り 、 操 作
室 （ ３ ） 側 に は 玄 米 投 入 部 （ ５ ） 、 操 作 盤 （ ６ ） 、 白 米 取 出 部 （ ７ ） を 設 け 、 機 械 室 （ ４
） 側 に は 投 入 ホ ッ パ （ ８ ） 、 精 米 昇 降 機 （ ９ ） 、 精 米 機 （ １ ０ ） を 設 け 、 玄 米 投 入 部 （ ５
） か ら 投 入 ホ ッ パ （ ８ ） へ 投 入 し た 玄 米 を 精 米 昇 降 機 （ ９ ） に よ っ て 精 米 機 （ １ ０ ） に 送
り 、 該 精 米 機 （ １ ０ ） で 精 白 処 理 し た 後 白 米 取 出 部 （ ７ ） に 送 る よ う 構 成 し た 無 人 精 米 施
設 に お い て 、 操 作 室 （ ３ ） に 面 し た 操 作 盤 （ ６ ） に は 、 コ イ ン 投 入 口 を 有 し た コ イ ン メ ッ
ク （ ３ ３ ） に 投 入 さ れ た コ イ ン の 枚 数 あ る い は 金 額 を 表 示 す る 投 入 コ イ ン 表 示 手 段 が 設 け
ら れ 、 精 米 作 業 が 開 始 さ れ る と 、 前 記 投 入 コ イ ン 表 示 手 段 の コ イ ン 枚 数 あ る い は 投 入 金 額
を 所 定 時 間 毎 に 減 算 し な が ら 表 示 す べ く 構 成 し 、 こ の コ イ ン 枚 数 あ る い は 投 入 金 額 が ０ 表
示 に な る と 、 終 了 動 作 ラ ン プ （ ５ ６ ） の 点 灯 を 行 わ せ て 精 米 機 （ １ ０ ） を 停 止 さ せ る 構 成
と し た こ と を 特 徴 と す る 無 人 精 米 施 設 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 建 屋 の 内 部 を 仕 切 壁 に よ り 操 作 室 と 機 械 室 と に 仕 切 り 利 用 者 が 持 ち 込 む 玄
米 を コ イ ン 投 入 に よ っ て 精 米 す る 無 人 精 米 施 設 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 利 用 者 が 持 ち 込 む 原 料 玄 米 や 籾 を 精 白 処 理 す る 無 人 精 米 施 設 が 普 及 し つ つ あ る 。
こ の 無 人 精 米 施 設 の 操 作 盤 に は 、 料 金 表 が 表 示 さ れ て い て 、 利 用 者 が 持 込 み 玄 米 量 に 対 応
す る 料 金 に つ き 、 所 定 種 類 の コ イ ン 枚 数 を 投 入 す る と 、 コ イ ン 表 示 灯 に コ イ ン の 枚 数 が 表
示 さ れ 、 次 い で 、 希 望 す る 精 白 度 ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と に よ り 、 精 米 作 業 が 開 始 さ れ る
構 成 で あ る 。 こ の よ う な 無 人 精 米 施 設 に 関 す る 技 術 が 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ３ ９ ４ ５ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 装 置 に あ つ て は 、 利 用 者 に は 、 一 連 の 精 米 作 業 の 進 行 度
合 い が 分 か ら な い た め に 、 正 常 に 運 転 さ れ て い る に も か か わ ら ず 、 ま た 、 コ イ ン の 追 加 投
入 が 不 要 で あ る に も か か わ ら ず コ イ ン を 投 入 し た り 、 ま た 、 精 米 作 業 が 順 調 に 進 行 し て い
る に も か か わ ら ず 、 故 障 で あ る と 誤 っ た 判 断 を し て 、 利 用 者 か ら な か な か 作 業 が 終 了 し な
い と の 通 報 が あ つ た り し て 、 管 理 に 手 数 を 要 す る と い う よ う な 問 題 が あ つ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 既 存 の 投 入 コ イ ン 枚 数 を 表 示 す る コ イ ン 表 示 灯 の コ イ ン 枚 数 を 、
作 業 の 進 行 に 従 っ て 順 次 減 算 表 示 し 、 簡 素 な 構 成 で あ り な が ら 、 正 常 な 精 米 作 業 の 進 行 及
び 残 り 作 業 を 表 示 し 、 従 来 装 置 の 欠 点 を 解 消 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 次 の 技 術 的 手 段 を 用 い る 。
　 す な わ ち 、 建 屋 （ １ ） の 内 部 を 仕 切 壁 （ ２ ） に よ り 操 作 室 （ ３ ） と 機 械 室 （ ４ ） と に 仕
切 り 、 操 作 室 （ ３ ） 側 に は 玄 米 投 入 部 （ ５ ） 、 操 作 盤 （ ６ ） 、 白 米 取 出 部 （ ７ ） を 設 け 、
機 械 室 （ ４ ） 側 に は 投 入 ホ ッ パ （ ８ ） 、 精 米 昇 降 機 （ ９ ） 、 精 米 機 （ １ ０ ） を 設 け 、 玄 米
投 入 部 （ ５ ） か ら 投 入 ホ ッ パ （ ８ ） へ 投 入 し た 玄 米 を 精 米 昇 降 機 （ ９ ） に よ っ て 精 米 機 （
１ ０ ） に 送 り 、 該 精 米 機 （ １ ０ ） で 精 白 処 理 し た 後 白 米 取 出 部 （ ７ ） に 送 る よ う 構 成 し た
無 人 精 米 施 設 に お い て 、 操 作 室 （ ３ ） に 面 し た 操 作 盤 （ ６ ） に は 、 コ イ ン 投 入 口 を 有 し た
コ イ ン メ ッ ク （ ３ ３ ） に 投 入 さ れ た コ イ ン の 枚 数 あ る い は 金 額 を 表 示 す る 投 入 コ イ ン 表 示
手 段 が 設 け ら れ 、 精 米 作 業 が 開 始 さ れ る と 、 前 記 投 入 コ イ ン 表 示 手 段 の コ イ ン 枚 数 あ る い
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は 投 入 金 額 を 所 定 時 間 毎 に 減 算 し な が ら 表 示 す べ く 構 成 し 、 こ の コ イ ン 枚 数 あ る い は 投 入
金 額 が ０ 表 示 に な る と 、 終 了 動 作 ラ ン プ （ ５ ６ ） の 点 灯 を 行 わ せ て 精 米 機 （ １ ０ ） を 停 止
さ せ る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 無 人 精 米 施 設 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 利 用 者 の 持 込 み 玄 米 量 の 精 米 料 金 に 相 当 す る コ イ ン が 、 コ イ ン メ ッ ク （ ３ ３ ） の コ イ ン
投 入 口 か ら 投 入 さ れ る 。 す る と 、 コ イ ン の 種 類 及 び 枚 数 が 検 出 さ れ て 、 投 入 コ イ ン 表 示 手
段 に 表 示 さ れ る 。 一 方 、 玄 米 投 入 部 （ ５ ） か ら 投 入 ホ ッ パ （ ８ ） へ 投 入 し た 玄 米 は 、 精 米
昇 降 機 （ ９ ） に よ っ て 精 米 機 （ １ ０ ） に 送 ら れ 、 該 精 米 機 （ １ ０ ） で 精 白 処 理 し た 後 白 米
取 出 部 （ ７ ） に 送 ら れ る 。 そ し て 、 精 米 作 業 が 開 始 さ れ る と 、 所 定 の 基 準 に 基 づ き コ イ ン
枚 数 あ る い は 金 額 が 減 算 さ れ 、 順 次 投 入 コ イ ン 表 示 手 段 の コ イ ン 枚 数 あ る い は 金 額 が 減 算
表 示 さ れ る 。 例 え ば コ イ ン 枚 数 が ０ 枚 に 減 算 さ れ る と 、 コ イ ン ０ 枚 の 表 示 が さ れ 、 終 了 動
作 ラ ン プ ５ ６ の 点 灯 を 行 わ せ 間 も な く 運 転 が 終 了 す る こ と を 知 ら せ て 精 米 機 （ １ ０ ） を 停
止 さ せ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 は 、 精 米 作 業 の 進 行 に 連 れ て 投 入 コ イ ン 表 示 手 段 に 残 存 精 米 作 業 に 相 当 す る コ
イ ン 枚 数 が 表 示 さ れ て 、 利 用 者 は 精 米 作 業 の 進 行 度 合 い を 知 る こ と が で き て 、 精 米 作 業 が
順 調 に 進 行 し て い る に も か か わ ら ず 、 利 用 者 が 機 械 の 故 障 で な い の に 故 障 し て い る と 誤 認
す る よ う な こ と も な く 、 無 人 精 米 施 設 の 管 理 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 作 業 終 了 近 く で 、 コ イ ン 枚 数 あ る い は 金 額 が ０ 表 示 さ れ て も 終 了 動 作 ラ ン プ ５ ６
の 点 灯 に よ っ て 間 も な く 運 転 終 了 の 予 告 を す る こ と で 利 用 者 に 追 加 投 入 等 を 促 す こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 １ は 無 人 精 米 施 設 を 設 置 す
る 建 屋 で 、 建 家 １ の 内 部 は 、 仕 切 壁 ２ に よ り 操 作 室 ３ と 機 械 室 ４ と に 仕 切 ら れ て い る 。 操
作 室 ３ 側 に は 、 玄 米 投 入 部 ５ ， 操 作 盤 ６ ， 白 米 取 出 部 ７ 等 を 設 け 、 機 械 室 ４ 側 に は 、 投 入
ホ ッ パ ８ ， 精 米 昇 降 機 ９ ， 精 米 機 １ ０ ， 糠 処 理 部 １ １ 等 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 玄 米 投 入 部 ５ の 操 作 室 ３ 側 に は 、 仕 切 壁 ２ の 開 口 部 １ ２ に 対 向 し て 玄 米 置 き 台 １ ３
を 設 け 、 ま た 、 前 記 玄 米 投 入 部 ５ の 機 械 室 ４ 側 に は 、 投 入 ホ ッ パ ８ を 臨 ま せ て 設 け て い る
。 こ の ホ ッ パ ８ の 下 部 に は 、 供 給 ラ セ ン １ ４ を 内 装 す る 供 給 樋 １ ５ を 連 設 し 、 該 供 給 ラ セ
ン １ ４ の 軸 部 に お け る 一 端 側 に は 、 駆 動 モ ー タ １ ６ を 設 け て 、 回 転 連 動 可 能 に 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 供 給 樋 １ ５ の 移 送 終 端 側 を 、 精 米 昇 降 機 ９ の 下 部 側 ホ ッ パ に 臨 ま せ 、 精 米 昇 降 機 ９
の 上 部 タ ン ク の 下 方 に は 、 精 米 機 １ ０ の 玄 米 タ ン ク １ ７ を の ぞ ま せ て い る 。 こ の 精 米 機 １
０ は 、 精 白 室 １ ８ 内 に 精 白 ロ ー ル １ ９ を 内 装 す る 公 知 の 形 態 で あ り 、 除 糠 ス ク リ ー ン ２ ０
か ら 分 離 し た 糠 は 、 糠 搬 送 フ ァ ン ２ １ に よ り 、 糠 処 理 部 １ １ に 搬 送 さ れ る 。 ２ ２ は 精 米 機
モ ー タ で 、 前 記 精 白 ロ ー ル １ ９ や 糠 搬 送 フ ァ ン ２ １ 等 を 回 転 駆 動 す る 。 前 記 精 白 室 １ ８ の
出 口 側 を 、 白 米 取 出 部 ７ と し て の 白 米 タ ン ク ２ ３ に 臨 ま せ て い る 。 ２ ４ は 精 白 室 １ ８ に 送
風 す る 送 風 フ ァ ン で あ る 。 精 白 度 の 調 節 は 白 度 調 節 モ ー タ ２ ５ の 正 逆 回 転 に よ り 行 い 、 出
口 側 の 圧 迫 板 ２ ６ に 加 わ る 白 度 調 節 ば ね の 弾 性 圧 変 更 に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 糠 処 理 部 １ １ は 、 サ イ ク ロ ン ２ ７ ， こ の サ イ ク ロ ン ２ ７ の 下 部 に 臨 ん で い て 、 且 つ 、 落
下 し た 糠 を 横 方 向 に 移 送 す る 糠 移 送 ラ セ ン ２ ８ の 支 架 さ れ て い る 樋 ２ ９ ， 該 樋 ２ ９ の 途 中
部 及 び 終 端 側 に 開 口 さ れ て い る 排 出 部 ， 該 排 出 部 か ら 落 下 す る 糠 を 受 け る 糠 袋 ３ ０ ， ３ ０
か ら 構 成 さ れ て い る 。 前 記 操 作 室 ３ 側 に あ る 操 作 盤 ６ の 操 作 盤 面 に は 、 玄 米 投 入 部 ５ へ の
玄 米 投 入 の 可 否 を 表 示 す る 玄 米 投 入 可 ラ ン プ ３ １ ， 投 入 さ れ た コ イ ン 枚 数 を 表 示 す る コ イ
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ン 枚 数 表 示 灯 ３ ２ ， コ イ ン の 投 入 口 の あ る コ イ ン メ ッ ク ３ ３ ， も ち 米 を 精 米 す る 時 に 押 す
も ち 米 選 択 ス イ ッ チ ３ ４ ， 白 度 選 択 用 の 上 白 ス イ ッ チ ３ ５ ， 標 準 ス イ ッ チ ３ ６ ， ８ 分 ス イ
ッ チ ３ ７ ， 料 金 追 加 ラ ン プ ５ ５ ， 精 米 終 了 ラ ン プ ５ ６ ， 料 金 表 ３ ８ （ 例 え ば 、 「 １ ０ ｋ ｇ
ま で １ ０ ０ 円 」 ） 等 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 コ イ ン メ ッ ク ３ ３ に は 、 投 入 コ イ ン の 識 別 部 や 投 入 コ イ ン 毎 に 作 動 す る コ イ ン セ ン
サ ３ ９ 等 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の 操 作 盤 ６ の 内 部 に は 、 各 部 駆 動 用 の モ ー タ を 駆
動 制 御 す る マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ （ 以 下 Ｃ Ｐ Ｕ と い う ） ４ ０ を 備 え て い る 。 図 ５ は 制 御 関
係 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す も の で 、 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ０ に は 、 入 力 イ ン タ ー フ エ イ ス を 経 由 し て 、
コ イ ン の 投 入 検 出 に よ り Ｏ Ｎ す る コ イ ン セ ン サ ３ ９ ， 自 動 ス イ ッ チ ４ ２ ， 前 記 も ち 米 選 択
ス イ ッ チ ３ ４ ， 精 白 度 選 択 用 の 上 白 ス イ ッ チ ３ ５ ， 標 準 ス イ ッ チ ３ ６ ， ８ 分 ス イ ッ チ ３ ７
， 図 示 省 略 の 負 荷 電 流 セ ン サ の 過 負 荷 検 出 で 駆 動 用 モ ー タ を Ｏ Ｆ Ｆ に 切 替 る 過 負 荷 ス イ ッ
チ ４ ３ ， 供 給 ラ セ ン の 時 間 切 替 ス イ ッ チ ４ ４ 、 精 白 度 を 強 側 あ る い は 弱 側 に す る 精 白 度 調
節 ス イ ッ チ ４ ５ ， 玄 米 タ ン ク １ ７ に 設 け ら れ て い る 玄 米 の な く な っ た こ と を 検 出 す る 終 了
検 出 ス イ ッ チ ４ ６ ， 停 止 ス イ ッ チ ４ ７ ， 回 転 セ ン サ ４ ８ ， 手 動 ス イ ッ チ ４ ９ が 、 夫 れ 夫 れ
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ０ に は 、 出 力 イ ン タ ー フ エ イ ス を 経 由 し て 、 精 米 機 １ ０ ・ 精 米 昇 降 機 ９
・ 糠 移 送 ラ セ ン ２ ８ を 駆 動 す る 精 米 機 モ ー タ ２ ２ 駆 動 用 の 精 米 機 駆 動 手 段 ５ ０ （ リ レ ー で
構 成 ） ， 供 給 ラ セ ン １ ４ を 駆 動 す る 駆 動 モ ー タ １ ６ の 駆 動 手 段 ５ １ （ リ レ ー で 構 成 ） ， 白
度 調 節 ス イ ッ チ ４ ５ を 精 白 度 強 側 に 調 節 す る 精 白 度 強 駆 動 手 段 ５ ２ （ リ レ ー で 構 成 ） ， 白
度 調 節 ス イ ッ チ ４ ５ を 精 白 度 弱 側 に 調 節 す る 精 白 度 弱 駆 動 手 段 ５ ３ （ リ レ ー で 構 成 ） ， コ
イ ン メ ッ ク ３ ３ の コ イ ン 投 入 口 を 閉 鎖 し コ イ ン 投 入 を 禁 止 す る コ イ ン 投 入 禁 止 手 段 ５ ４ （
リ レ ー で 構 成 ） ， も ち 米 選 択 ス イ ッ チ ・ ラ ン プ ３ ４ ａ ， 上 白 ス イ ッ チ ・ ラ ン プ ３ ５ ａ ， 標
準 ス イ ッ チ ・ ラ ン プ ３ ６ ａ ， 八 分 ス イ ッ チ ・ ラ ン プ ３ ７ ａ ， コ イ ン 枚 数 表 示 灯 ３ ２ ， 料 金
追 加 ラ ン プ ５ ５ ， 精 米 終 了 ラ ン プ ５ ６ が 、 夫 れ 夫 れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ０ の 制 御 機 能 に つ い て 説 明 す る 。
（ Ｉ ） コ イ ン セ ン サ ３ ９ か ら の 信 号 を 受 け て 、 所 定 種 類 （ こ の 実 施 例 で は 、 １ ０ ０ 円 硬 貨
で あ る 。 ） の コ イ ン 投 入 枚 数 を 算 出 し て （ Ｓ Ｔ １ ０ ） 、 コ イ ン 枚 数 表 示 灯 ３ ２ に コ イ ン 投
入 枚 数 を 表 示 す る （ Ｓ Ｔ ２ ０ ） 。
（ Ｉ Ｉ ） 次 い で 、 上 白 ス イ ッ チ ３ ５ ， 標 準 ス イ ッ チ ３ ６ ， 八 分 ス イ ッ チ ３ ７ の 白 度 選 択 ス
イ ッ チ の 何 れ か が Ｏ Ｎ さ れ る と 、 精 白 作 業 が ス タ ー ト し （ Ｓ Ｔ ３ ０ ） 、 前 記 投 入 コ イ ン の
枚 数 に 応 じ て 、 内 蔵 の タ イ マ 機 構 を 動 作 し て 、 所 定 時 間 （ 例 え ば 、 １ ０ ０ 円 当 り １ ３ ５ 秒
） に わ た り 、 駆 動 モ ー タ １ ６ の 駆 動 手 段 ５ １ に 励 磁 信 号 を 出 力 す る と 共 に 、 精 米 機 １ ０ の
駆 動 モ ー タ ２ ２ や 昇 降 機 ９ の 駆 動 用 モ ー タ 等 の 機 械 駆 動 系 の モ ー タ に も 同 様 の 駆 動 信 号 を
出 力 す る 。
（ Ｉ Ｉ Ｉ ） コ イ ン 投 入 枚 数 に 基 づ く 設 定 時 間 が 経 過 す る と 、 設 定 時 間 （ 例 え ば ３ ０ 秒 ） だ
け 遅 れ て 、 精 米 機 １ ０ 駆 動 用 の 精 米 機 モ ー タ ２ ２ 等 の 本 機 駆 動 系 モ ー タ を 停 止 す る 指 令 信
号 を 出 力 し て 、 こ れ ら の 駆 動 が 終 了 し （ Ｓ Ｔ ４ ０ ） 、 精 米 作 業 が 終 了 す る （ Ｓ Ｔ ５ ０ ） 。
（ Ｉ Ｖ ） 前 記 の よ う に 、 精 米 作 業 が 行 わ れ る の で あ る が 、 こ れ と 平 行 し て 次 の よ う な 制 御
が な さ れ る 。 即 ち 、 精 米 作 業 が 開 始 す る と 、 料 金 追 加 ラ ン プ ５ ５ に 料 金 追 加 可 能 の 表 示 が
さ れ る と 共 に 、 所 定 時 間 （ 例 え ば 、 １ ３ ５ 秒 ） 毎 に 、 コ イ ン 枚 数 が １ 枚 づ つ 減 算 さ れ （ Ｓ
Ｔ ６ ０ ） 、 当 該 減 算 内 容 が コ イ ン 枚 数 表 示 灯 ３ ２ に 表 示 さ れ る （ Ｓ Ｔ ７ ０ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な 減 算 枚 数 の 表 示 中 に 、 コ イ ン の 追 加 投 入 が あ る と （ Ｓ Ｔ ８ ０ ） 、 残 存 枚 数 と
追 加 枚 数 と の 合 計 枚 数 が コ イ ン 枚 数 表 示 灯 ３ ２ に 表 示 さ れ る （ Ｓ Ｔ ９ ０ ） 。 そ の 後 は 、 前
記 と 同 様 の 減 算 が ０ 枚 に な る ま で 繰 り 返 さ れ （ Ｓ Ｔ １ ０ ０ ） 、 残 存 枚 数 ０ 枚 の 表 示 が さ れ
る （ Ｓ Ｔ １ １ ０ ） 。 次 い で 、 料 金 追 加 ラ ン プ ５ ５ に コ イ ン 追 加 投 入 可 不 可 の 表 示 が さ れ て
、 コ イ ン 投 入 の 禁 止 に 切 替 ら れ （ Ｓ Ｔ １ ２ ０ ） 、 次 い で 、 終 了 動 作 ラ ン プ ５ ６ が 点 灯 し て
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「 ま も な く 停 止 し ま す 。 」 と の 表 示 が な さ れ （ Ｓ Ｔ １ ３ ０ ） 、 コ イ ン 枚 数 表 示 灯 ３ ２ に 残
存 枚 数 ０ 枚 の 表 示 が さ れ 、 所 定 時 間 後 に コ イ ン 枚 数 表 示 灯 ３ ２ が 消 灯 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 作 業 開 始 前 に お い て は 、 白 度 選 択 用 の 上 白 ス イ ッ チ ３ ５ ， 標 準 ス イ ッ チ ３ ６ ， 八
分 ス イ ッ チ ３ ７ が 選 択 さ れ る と 、 そ の 選 択 種 別 に 応 じ た 白 度 と な る よ う 白 度 調 節 モ ー タ ２
５ に 正 転 乃 至 逆 転 の 指 令 信 号 が 出 力 さ れ 、 精 白 度 が 調 節 さ れ る 。 ま た 、 こ の 実 施 例 で は 、
所 定 種 類 の コ イ ン 枚 数 が 表 示 さ れ る 構 成 で あ る が 、 投 入 コ イ ン の 金 額 が 表 示 さ れ 、 所 定 時
間 毎 に 所 定 金 額 が 減 算 し 表 示 さ れ る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 、 精 米 作 業 の 進 行 に つ れ て 、 コ イ ン 枚 数 表 示 灯 ３ ２ に コ イ ン の 残 存 枚 数 が 表
示 さ れ る の で 、 利 用 者 は 作 業 の 進 行 度 合 い を 知 る こ と が で き て 、 精 米 作 業 が 順 調 に 進 行 し
て い る の に 、 機 械 の 故 障 と 誤 認 す る よ う な こ と も な く 、 無 人 精 米 施 設 の 管 理 が 円 滑 と な る
。 次 に 、 図 ７ に 基 づ き 、 精 米 機 の 他 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 精 米 機 １ ０ の 主 要 部 の 構 成 は 、 図 ３ の も の と 同 様 に 構 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 玄 米 タ ン ク
１ ７ ， 精 白 室 １ ８ ， 精 白 ロ ー ル １ ９ ， 除 糠 ス ク リ ー ン ２ ０ ， 糠 搬 送 フ ァ ン ２ １ ， 送 風 フ ァ
ン ２ ４ ， 白 度 調 節 モ ー タ ２ ５ ， 圧 迫 板 ２ ６ は 同 様 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 前 記 実 施 例 と の 相 違 点 に つ い て 説 明 す る 。 精 白 室 １ ８ 内 に は 、 精 白 ロ ー ル １ ９ を 横
軸 周 り 回 転 自 在 に 支 架 し 、 こ の 精 白 ロ ー ル １ ９ の 軸 部 １ ９ ａ に は 、 精 白 ロ ー ル １ ９ の 始 端
側 端 部 よ り も 玄 米 搬 送 上 手 側 に 、 精 白 ロ ー ル １ ９ 側 に 玄 米 を 搬 送 す る 送 穀 ラ セ ン １ ９ ｂ を
設 け 、 更 に 、 該 軸 部 １ ９ ａ の 送 穀 ラ セ ン １ ９ ｂ の 搬 送 始 端 側 に 隣 接 し て 、 前 記 送 穀 ラ セ ン
１ ９ ｂ よ り も 小 ピ ッ チ の 糠 発 生 ネ ジ 部 １ ９ ｃ を 構 成 し 、 上 方 の 玄 米 タ ン ク １ ７ か ら 供 給 さ
れ る 玄 米 を 、 精 白 ロ ー ル １ ９ か ら 遠 ざ か る 側 に 搬 送 し 、 周 囲 に 構 成 さ れ て い る ザ ラ 付 き 面
と の 共 同 で 、 玄 米 の 糠 層 に 傷 を 付 け 、 糠 を 発 生 さ せ る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し か し て 、 玄 米 タ ン ク １ ７ か ら 落 下 供 給 さ れ る 玄 米 は 、 軸 部 １ ９ ａ の 搬 送 始 端 側 の 糠 発
生 ネ ジ 部 １ ９ ｃ に よ り 、 精 白 ロ ー ル １ ９ 側 と は 反 対 側 へ の 搬 送 作 用 を 受 け て 、 周 囲 の ザ ラ
付 き 面 と の 共 同 作 業 で 、 玄 米 の 糠 層 に 傷 を 付 け て 一 部 糠 が 発 生 し 、 次 い で 、 糠 発 生 ネ ジ 部
１ ９ ｃ の 終 端 側 に 移 送 さ れ て 側 壁 に 到 達 す る と 、 順 次 外 周 側 へ 迂 回 し 、 新 た に 供 給 さ れ た
玄 米 と 一 緒 に 、 こ の 糠 及 び 傷 つ け ら れ た 玄 米 が 、 送 穀 ラ セ ン １ ９ ｂ で 終 端 側 へ 搬 送 さ れ て
、 精 白 ロ ー ル １ ９ へ 送 ら れ 、 本 格 的 に 精 白 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 っ て 、 精 白 室 １ ８ 内 に 発 生 す る 糠 内 の 油 脂 成 分 が 熱 に よ り 溶 け 出 し て も 、 前 記 の 糠 発
生 ネ ジ 部 １ ９ ｃ で 発 生 し た 糠 に 吸 収 さ れ 、 精 白 ロ ー ル １ ９ へ の 油 脂 成 分 の 付 着 が 防 止 さ れ
、 精 白 能 率 の 減 少 が 防 止 で き る 。 次 い で 、 図 ８ ～ 図 １ ０ に つ い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 例 は
、 無 人 精 米 施 設 の 精 米 行 程 に 石 抜 機 ６ １ 組 み 込 ん だ も の で あ り 、 以 下 、 具 体 的 に 説 明 す る
。 建 家 １ 内 に は 、 仕 切 壁 ２ ， 操 作 室 ３ ， 機 械 室 ４ ， 玄 米 投 入 部 ５ ， 操 作 盤 ６ ， 白 米 取 出 部
７ ， 投 入 ホ ッ パ ８ ， 精 米 昇 降 機 ９ ， 精 米 機 １ ０ ， 糠 処 理 部 １ １ ， 仕 切 壁 ２ の 開 口 部 １ ２ ，
玄 米 置 き 台 １ ３ ， 供 給 ラ セ ン １ ４ を 内 装 す る 供 給 樋 １ ５ ， 駆 動 モ ー タ １ ６ 及 び 玄 米 タ ン ク
１ ７ ， 石 抜 機 ６ １ ， 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ が 、 夫 れ 夫 れ 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 石 抜 機 ６ １ に つ い て 説 明 す る 。 石 抜 機 ６ １ は 、 公 知 の も の で 、 図 ９ に 示 す よ う に
、 玄 米 供 給 口 ６ １ ａ ， 揺 動 運 動 し な が ら 石 抜 選 別 を す る 傾 斜 し て い る 選 別 網 ６ １ ｂ ， 選 別
網 ６ １ ｂ の 下 方 か ら 送 風 す る フ ア ン ６ １ ｃ ， 選 別 網 ６ １ ｂ の 傾 斜 下 位 側 か ら 選 別 さ れ た 玄
米 が 流 下 す る 玄 米 排 出 口 ６ １ ｄ ， 選 別 網 ６ １ ｂ の 傾 斜 上 位 側 に 設 け ら れ て い る 異 物 排 出 シ
ヤ ッ タ ６ １ ｅ ， 異 物 排 出 シ ヤ ッ タ ６ １ ｅ か ら 排 出 さ れ た 石 等 の 異 物 及 び 一 部 の 残 粒 玄 米 を
受 け る 異 物 排 出 口 ６ １ ｆ ， 玄 米 排 出 パ イ プ ６ １ ｇ ， 異 物 案 内 パ イ プ ６ １ ｈ 等 で 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-339574 A 2005.12.8



　 異 物 排 出 シ ヤ ッ タ ６ １ ｅ に は 、 異 物 落 下 口 が 開 口 さ れ て い て 、 左 右 方 向 に ス ラ イ ド す る
構 成 で あ る 。 異 物 排 出 シ ヤ ッ タ ６ １ ｅ に は 、 ワ イ ヤ ６ ３ を 介 し て シ ヤ ッ タ 開 閉 モ ー タ ６ ４
の ア ー ム 部 ６ ４ ａ が 連 係 さ れ て い て 、 シ ヤ ッ タ 開 閉 モ ー タ ６ ４ が 正 転 す る と 、 図 ９ （ ２ ）
に 示 す よ う に 、 ば ね ６ ７ に 抗 し て 仮 想 線 の 位 置 に ス ラ イ ド し て 開 口 し 異 物 が 落 下 排 出 さ れ
、 ま た 、 逆 回 転 す る こ と に よ り 、 異 物 排 出 シ ヤ ッ タ ６ １ ｅ が ば ね ６ ７ に 引 っ 張 ら れ て 実 線
の 位 置 に ス ラ イ ド し て 閉 鎖 さ れ る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 異 物 排 出 シ ヤ ッ タ ６ １ ｅ の 下 方 に は 、 排 出 さ れ る 異 物 及 び 一 部 の 穀 粒 を 、 穀 粒 案 内
パ イ プ ６ １ ｈ を 経 由 し て 、 異 物 ・ 穀 粒 排 出 タ ン ク ６ ６ へ の 排 出 側 、 あ る い は 、 玄 米 案 内 パ
イ プ ６ １ ｉ を 経 由 し て 、 第 ２ 精 米 揺 動 機 ６ ２ 側 に 切 替 る 切 替 弁 ６ ５ が 配 置 さ れ て い る 。 石
抜 機 １ ０ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 精 米 昇 降 機 ９ と 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ と の 間 に 配 置 さ れ て
い る 。 そ し て 、 石 抜 機 １ ０ の 選 別 網 ６ １ ｂ に お け る 長 手 方 向 の 横 側 方 に 、 第 ２ 精 米 揚 穀 機
６ ２ を 配 置 し て い る 。 次 に 、 石 抜 機 ６ １ と 精 米 機 １ ０ と の 配 置 関 係 を 見 る と 、 石 抜 機 １ ０
の 選 別 網 ６ １ ｂ の 長 手 方 向 と 、 精 米 機 １ ０ の 精 白 ロ ー ル １ ９ の 長 手 方 向 を 共 に 沿 わ せ た 平
行 状 態 と し 、 両 部 材 の 中 間 部 の 空 間 に 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ を 配 置 し 、 石 抜 機 １ ０ で 選 別 済
み の 玄 米 を 、 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ を 経 由 し て 、 精 米 機 １ ０ に 供 給 す る 構 成 で あ る 。 第 ２ 精
米 揺 動 機 ６ ２ は 、 揚 穀 ケ ー ス ， 揚 穀 ケ ー ス の 上 下 に 軸 架 さ れ て い る 上 ・ 下 揚 穀 ロ ー ル ， 該
上 ・ 下 揚 穀 ロ ー ル に 巻 き か け ら れ て い る バ ケ ッ ト 付 き の 揚 穀 ベ ル ト 等 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 石 抜 機 ６ １ 及 び 精 米 機 １ ０ に 対 す る 、 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ の 配 置 関 係 に つ い て 説 明 す る
。 石 抜 機 ６ １ の 選 別 網 ６ １ ｂ の 側 部 に 、 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ を 配 置 す る に 際 し て は 、 選 別
網 ６ １ ｂ の 長 手 方 向 に 対 し て 、 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ の 前 記 上 ・ 下 揚 穀 ロ ー ル の 軸 心 を 直 交
す る 方 向 に し 、 且 つ 、 選 別 網 ６ １ ｂ の 長 手 方 向 中 間 部 側 方 に 配 置 し 、 図 ８ に 示 す よ う に 平
面 か ら 見 て 、 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ の 長 辺 部 ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｃ を 、 石 抜 機 ６ １ 及 び 精 米 機 １ ０
の 前 記 長 手 方 向 の 側 面 に 沿 わ せ 、 前 記 上 ・ 下 揚 穀 ロ ー ル の 軸 心 が 平 面 視 で 、 石 抜 機 ６ １ 及
び 精 米 機 １ ０ の 前 記 長 手 方 向 に 直 交 す る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し か し て 、 選 別 網 ６ １ ｂ で 選 別 さ れ た 玄 米 は 、 玄 米 排 出 口 ６ １ ｄ ， 玄 米 排 出 パ イ プ ６ １
ｇ を 経 由 し て 、 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ に お け る 短 辺 部 の 第 １ 供 給 口 ６ ２ ａ に 供 給 さ れ る 構 成
で あ る 。 ま た 、 選 別 網 ６ １ ｂ の 上 部 に 溜 っ た 異 物 及 び 穀 粒 は 、 異 物 排 出 シ ヤ ッ タ ６ １ ｅ を
排 出 位 置 に ス ラ イ ド さ せ る と 、 こ れ に 関 連 し て 前 記 切 替 弁 ６ ５ が 切 替 弁 駆 動 モ ー タ （ 図 示
省 略 ） に よ り 異 物 排 出 側 に 切 替 ら れ 、 異 物 及 び 一 部 の 玄 米 が 異 物 排 出 口 ６ １ ｆ ， 異 物 案 内
パ イ プ ６ １ ｈ を 経 由 し て 、 異 物 ・ 穀 粒 排 出 タ ン ク ６ ６ に 排 出 さ れ 、 次 い で 、 異 物 排 出 シ ヤ
ッ タ ６ １ ｅ を 排 出 位 置 に し た ま ま で 、 前 記 切 替 弁 ６ ５ が 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ 側 へ 切 替 ら れ
、 選 別 網 ６ １ ｂ の 揺 動 に よ り 残 留 し て い る 玄 米 は 順 次 上 方 へ 流 動 し 、 異 物 排 出 シ ヤ ッ タ ６
１ ｅ ， 玄 米 案 内 パ イ プ ６ １ ｉ を 経 由 し て 、 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ に お け る 短 辺 部 の 第 ２ 供 給
口 ６ ２ ｂ へ 供 給 さ れ 、 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ で 揚 穀 さ れ て 精 米 機 １ ０ に 供 給 さ れ る 構 成 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 の よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 コ イ ン 精 米 行 程 で は 、 も ち 米 選 択 ス イ ッ チ ３ ４ が Ｏ
Ｎ さ れ て 、 も ち 米 の 精 白 作 業 を す る 場 合 に は 、 各 装 置 が 駆 動 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ０ か ら の
指 令 信 号 で 、 異 物 排 出 シ ヤ ッ タ ６ １ ｅ が 排 出 位 置 に ス ラ イ ド さ れ る と 共 に 、 切 替 弁 ６ ５ が
異 物 排 出 側 に 切 替 ら れ 、 異 物 及 び 一 部 の 玄 米 が 異 物 排 出 口 ６ １ ｆ ， 異 物 案 内 パ イ プ ６ １ ｈ
を 経 由 し て 、 異 物 ・ 穀 粒 排 出 タ ン ク ６ ６ へ 排 出 さ れ 、 も ち 米 へ の う る ち 米 の 混 入 を 防 止 で
き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 も ち 米 選 択 ス イ ッ チ ３ ４ が Ｏ Ｎ さ れ る こ と な く う る ち 米 が 精 白 さ れ る 場 合 に は 、
前 記 の よ う に し て 異 物 及 び 一 部 の 玄 米 を 異 物 ・ 穀 粒 排 出 タ ン ク ６ ６ に 排 出 し 、 次 い で 、 Ｃ
Ｐ Ｕ ４ ０ の 指 令 信 号 で 、 異 物 排 出 シ ヤ ッ タ ６ １ ｅ を 排 出 位 置 に し た ま ま で 、 切 替 弁 ６ ５ を
第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ 側 へ の 案 内 側 に 切 替 え ら れ る 。 す る と 、 選 別 網 ６ １ ｂ の 揺 動 に よ り 順
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次 上 方 へ 流 動 し た 残 留 玄 米 は 、 異 物 排 出 シ ヤ ッ タ ６ １ ｅ ， 玄 米 案 内 パ イ プ ６ １ ｉ を 経 由 し
て 、 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ の 第 ２ 供 給 口 ６ ２ ｂ に 供 給 さ れ 、 第 ２ 精 米 揚 穀 機 ６ ２ で 揚 穀 さ れ
て 精 米 機 １ ０ に 供 給 さ れ 、 次 の 行 程 の う る ち 米 と 共 に 精 米 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 異 物 排 出 シ ヤ ッ タ ６ １ ｉ は 所 定 時 間 後 に 閉 鎖 側 に 戻 さ れ る 。 ま た 、 こ の 異 物 排 出
シ ヤ ッ タ ６ １ ｅ 及 び 切 替 弁 ６ ５ を 、 手 動 操 作 で す る 構 成 と し て も よ い 。 次 に 、 図 １ ～ 図 ６
に 示 す 前 記 実 施 例 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 予 め 原 料 玄 米 の 量 に 見 合 う 運 転 時 間 を 確 保 で
き る だ け の コ イ ン を 、 コ イ ン メ ッ ク ３ ３ の 投 入 口 に 投 入 し 、 玄 米 を 投 入 ホ ッ パ ８ に 供 給 す
る 。 す る と 、 装 置 各 部 は コ イ ン 投 入 と 同 時 に 起 動 さ れ て 運 転 を 開 始 し 、 投 入 ホ ッ パ ８ か ら
の 玄 米 は 供 給 ラ セ ン １ ４ に よ っ て 横 方 向 に 移 送 さ れ て 、 精 米 昇 降 機 ９ の 下 部 に 供 給 さ れ て
揚 穀 さ れ 、 玄 米 タ ン ク １ ７ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 い で 、 玄 米 タ ン ク １ ７ か ら 精 米 機 １ ０ の 精 白 室 １ ８ 内 に 流 下 す る 玄 米 は 、 精 白 ロ ー ル
１ ９ の 回 転 に よ り 、 穀 粒 間 乃 至 除 糠 ス ク リ ー ン ２ ０ 間 と の 摩 擦 で 表 面 の 糠 層 が 剥 が さ れ て
精 白 さ れ る 。 こ の 際 、 出 口 の 圧 迫 板 ２ ６ は 、 精 白 選 択 用 の 上 白 ス イ ッ チ ３ ５ ， 標 準 ス イ ッ
チ ３ ６ ， 八 分 ス イ ッ チ ３ ７ に よ り 選 択 設 定 さ れ た 所 望 の 圧 力 に 設 定 さ れ て お り 、 希 望 の 精
白 度 に 精 米 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 精 白 室 １ ８ か ら 流 下 し た 精 白 米 は 、 白 米 取 出 部 ７ を 経 て 操 作 室 ３ 内 に 回 収 さ れ る 。 装 置
の 運 転 各 部 は 投 入 金 額 に よ り 設 定 さ れ た 時 間 が 経 過 す る と 、 ま ず 、 供 給 ラ セ ン １ ４ の 駆 動
モ ー タ １ ６ が 停 止 し 、 次 い で 、 所 定 時 間 遅 れ て 精 米 機 等 の 本 機 駆 動 モ ー タ が 停 止 す る 。 前
記 の よ う に 精 米 作 業 が さ れ る の で あ る が 、 こ れ と 平 行 し て 、 精 米 作 業 が 開 始 す る と 、 投 入
コ イ ン に つ い て 所 定 時 間 毎 に １ ０ ０ 円 づ つ の 減 算 計 算 が な さ れ 、 当 該 減 算 内 容 が コ イ ン 枚
数 表 示 灯 ３ ２ に 表 示 さ れ 、 ま た 、 作 業 中 に コ イ ン の 追 加 投 入 が あ る と 、 残 存 枚 数 と 追 加 枚
数 と の 合 計 枚 数 が コ イ ン 枚 数 表 示 灯 ３ ２ に 表 示 さ れ 、 以 後 同 様 の 減 算 表 示 が ０ 枚 に な る ま
で 繰 り 返 さ れ 、 最 後 に ０ 枚 の 表 示 が さ れ 、 精 米 作 業 が 終 了 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 全 体 平 面 図
【 図 ２ 】 装 置 の 概 略 を 示 す フ ロ ー 図
【 図 ３ 】 精 米 機 の 側 断 面 図
【 図 ４ 】 操 作 盤 の 正 面 図
【 図 ５ 】 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ６ 】 フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ７ 】 要 部 の 切 断 側 面 図
【 図 ８ 】 全 体 の 平 面 図
【 図 ９ 】 要 部 の 切 断 側 面 図 ， 平 面 図
【 図 １ ０ 】 一 部 切 断 し た 側 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１  建 家
２  仕 切 壁
３  操 作 室
４  機 械 室
５  玄 米 投 入 部
６  操 作 盤
７  白 米 取 出 部
８  投 入 ホ ッ パ
９  精 米 昇 降 機
１ ０  精 米 機
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１ １  糠 処 理 部
１ ２  開 口 部
１ ３  玄 米 置 き 台
１ ４  供 給 ラ セ ン
１ ５  供 給 樋
１ ６  供 給 ラ セ ン 駆 動 モ ー タ
１ ７  玄 米 タ ン ク
１ ８  精 白 室
１ ９  精 白 ロ ー ル
２ ０  徐 糠 ス ク リ ー ン
２ １  糠 搬 送 フ ア ン
２ ２  選 穀 機 モ ー タ
２ ３  白 米 タ ン ク
２ ４  送 風 フ ア ン
２ ５  白 度 調 節 モ ー タ
２ ６  圧 迫 板
２ ７  サ イ ク ロ ン
２ ８  糠 移 送 ラ セ ン
２ ９  樋
３ ０  糠 袋
３ １  玄 米 投 入 可 能 ラ ン プ
３ ２  コ イ ン 枚 数 表 示 灯
３ ３  コ イ ン メ ッ ク
３ ４  も ち 米 選 択 ス イ ッ チ
３ ５  上 白 ス イ ッ チ
３ ６  標 準 ス イ ッ チ
３ ７  八 分 ス イ ッ チ
３ ８  料 金 表
３ ９  コ イ ン セ ン サ
４ ０  演 算 制 御 部 （ Ｃ Ｐ Ｕ ）
４ ３  過 負 荷 停 止 ス イ ッ チ ４ ３
４ ４  供 給 ラ セ ン 時 間 切 ス イ ッ チ
４ ５  白 度 調 節 ス イ ッ チ
４ ６  終 了 検 出 ス イ ッ チ
４ ７  停 止 ス イ ッ チ
４ ８  回 転 セ ン サ
４ ９  手 動 ス イ ッ チ
５ ０  精 米 機 駆 動 手 段
５ １  駆 動 手 段
５ ２  精 白 度 強 駆 動 手 段
５ ３  精 白 度 弱 駆 動 手 段
５ ４  コ イ ン 投 入 禁 止 手 段
５ ５  料 金 追 加 ラ ン プ
５ ６  精 米 終 了 ラ ン プ
５ ７  料 金 表 示 灯
６ １  石 抜 機
６ ２  第 ２ 精 米 揺 動 機
６ ３  ワ イ ヤ
６ ４  シ ヤ ッ タ 開 閉 モ ー タ
６ ５  切 替 弁
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６ ６  異 物 ・ 穀 粒 排 出 タ ン ク
６ ７  ば ね

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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